
計量経済学 練習問題
第 ��回 単純回帰分析 ���

���� 年 � 月 � 日

問 下の分析結果はアメリカの実質個人可処分所得のデータ �これを ��とする�と、実質個人消費支出のデータ

�これを 	
とする�について、�� � �� �� � という回帰分析を 
でおこなった結果である。
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��� 係数推定値の符号が、経済理論に適合しているかどうか検討せよ。

��� 回帰直線のあてはまりを検討せよ。

��� 回帰係数が有意であるかどうか検討せよ。


